
呉市立東畑中学校

昭和３７年４月に入学した頃



昭和３７年４月 呉市立東畑中学校に入学しました。

３年間、この木造２階建ての校舎で過ごしました。

学校は高台にあり呉の町が一望できる眺めの良い場所で
した。

現在のように高いビルは殆ど見当たりません。

あれから４８年、

平成２４年１１月１０日（土）に同級生数人で母校の東
畑中学校を訪ねました。



校舎の全景は写せませんでしたが、４８年も経つとこんな
にも変わるものかと思いました。当時の面影は全然ありま
せんでした。

呉市の中心街からこの中学校を見上げる事は何度もあり
ました。

校舎がコンクリートの建物に変っている事も見ていました
が、実際に門をくぐったのは５０年ぶりです。

高台にあるために生徒は国道から坂や石段を登って登
下校します

その坂と石段を４８年ぶりに当時を思い出しながら歩いて
みました。

その頃は当たり前のように歩いていましたが、この年にな
ると、息切れした事は言うまでもありません。

何度休憩しながら登った事か・・・



呉越えの国道、 毎日この道を歩いて、通学した



東畑中学に上がる坂道



坂を登って右側の道に入ります。



今度は石段が待っています。

石段を登ったら９０度右に折れます。

この角に立つと呉の町がこのように見えます。



その坂と石段の写真です。

当時私達はこの坂を「鍛錬坂」と呼んでいました。

写真は下から上に上がって見る方がわかりやすいです。





ここまで来てやっと校舎が正面に少し見えてきます。
フィニッシュの坂と石段です。

この辺から歩くペースが少し落ちます。
ここを登り右に曲がると正門が見えてきます。

雪の日などは滑りながら登ったものです。
懐かしい思い出です。

この坂を登って行く中学生を遠くから写しました。



右側の道に入ったらまた
狭い坂を登ります。
その先右にカーブします





当時の校舎の面影は全くなくて当然のように鉄筋コンク
リートの校舎に変っていました。

職員室の場所や体育館（当時は講堂と呼んでいました）
の位置もすべてが変わっていました。

右側の写真の校舎の一部分は、私達３年生が卒業する
直前に新校舎となって建て替えられたものです。

３年生は卒業までの一週間だけ新校舎の３階で過ごしま
した。

その時の校舎が４８年経った今も残っていました。感動で
す。

渡り廊下には「絆」と書かれた横断幕が張られていまし
た。



先生の案内で３階まで上がり当時の教室に入らせて頂きま
した。



黒板に残っていた数学の問題。

「今は解けんで」と言いながらしみじみ見ていました。



窓を開けて呉の町を写しました。（３階から）

校舎の裏の方に回って写した景色は左の写真の右側の方
角になります。



当時は体育館はありませんでした。講堂はこの位置ではな
かったので、運動場のイメージはまるで変っていました。



ネット越しですが「灰ケ峰」がすぐそこに見えます。校歌の一番
の出だしは、

「♪ 父なる山の灰ケ峰・・・♪」と歌われているくらい学校は
灰ケ峰のふもとにありました。



面白い階段を見つけました。

下から見ると一つの絵になっていますが普通に階段を上が
る時は

この絵はバラバラに見えます。

「ＧＯＯＤ ＴＩＭＥ！」の文字が少しずれているのは、私のカメ
ラ位置が

悪いせいです。低くなって撮ったはずなのですが・・・



校長室に通された時、当時の校舎の全景の写真が額に入り
飾られていました。
現在の校長先生はこの当時の事を御存知ありません。

私達の方から当時の事を写真を見ながら説明する場面もあり
ました。

私達同級生は４３８人、全校で約１４００人くらいだったとお話
しました。

同級生４３８人のうち、すでに亡くなった方が３２人だと知り胸
が痛くなりました。

現在の東畑中学校は３学年で１５２人とお聞きし信じられない
くらいでした。



校舎を見て回りそれから校庭に出ました。

この桜の木の前で学級写真を撮った思い出があります。

１クラス４９人で９クラスありました。



最後に記念写真を撮って母校をあとにしました。

同級生が経営しているラーメン店へ行ってお昼を食べまし
た。
そこであと二人合流し全員９人の小さな同窓会でした。
全員の同窓会は来年の５月を約束して解散しました。
また懐かしい友に会える事を楽しみにしています。

最後に今回のミニ同窓会を企画してくれた友、

また気持ちよく私達を歓迎してくださった東畑中学校の校
長先生に敬意を表します。
感謝、感謝です。

中学生に戻って楽しいひと時を過ごす事が出来ました。


